徳島県看護協会【感染予防対策マニュアル】

利用者様・ご家族の方へ（疥癬）
· 疥癬について
疥癬は、ヒト疥癬虫（別称ヒトヒゼンダニ）と呼ばれるダニの一種が、皮膚の角質層に寄生することにより発生します。
強いかゆみを伴う小さな赤いブツブツや小さなしこりがあり、指の間、手首、肘、臍の周り、足、外陰部に発生します。
密接な皮膚の接触（添い寝、マッサージなど）によりヒトからヒトへ感染をします。約1ヶ月から2ヶ月の期間をおいて症状が出てきますので、疥癬を発症した利用者様と接触の機会があった方は、皮膚の症状に注意していただき、皮膚科を受診するようにしましょう。
· 利用者様へ
　　　疥癬虫は、皮膚と皮膚の接触によりうつります。訪問スタッフを介して他の利
　 用者様にうつらないように、訪問の順番を最後にさせていただきます。また、皮
膚処置の際は、手袋の着用をさせていただきます。
· ご家族の方へ
1．皮膚の症状にご注意ください
疥癬虫がうつると、約1ヶ月から2ヶ月の期間をおいて症状が出てきます。皮膚にかゆみや小さな赤いブツブツなどがないか気をつけていただき、早めに皮膚科に受診をしてください。
2．洗濯について
　　　　洗濯物は、ビニール袋か蓋付の容器に入れて 運ぶようにしてください。洗濯方法は、ご家族の方とは別にし、普通の洗濯をしてください。洗濯ができないものは、アイロンがけや天日干し、またはビニール袋に密閉して1週間程度放置してください。
　　3．疥癬と診断されたご家族との衣類やタオルの共用は避けてください。
***何か心配な点、ご不明な点などがあればいつでもお尋ねください***
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